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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体に光を照射する照射部と、
　光を照射された被検体から発生する音響波を受信する探触子と、
　前記音響波に基づいて被検体内の画像を生成する生成部と、
　前記被検体のうち、前記探触子によって走査され、前記探触子により音響波を受信する
領域である撮影領域の指定の入力を受け付ける撮影領域指定部と、
　前記生成部によって画像が生成され、表示される領域である表示領域の指定の入力を受
け付ける表示領域指定部と、
　を有し、
　前記表示領域指定部は、前記撮影領域に隣接し、前記探触子によって走査されない領域
である隣接領域の画像を表示するか否かの選択をさらに受け付ける
　ことを特徴とする被検体情報取得装置。
【請求項２】
　指定された前記表示領域に対応する画像を表示する表示部をさらに有する
　ことを特徴とする請求項１に記載の被検体情報取得装置。
【請求項３】
　前記隣接領域の画像を表示するとの選択が入力された場合、前記表示部は、前記撮影領
域および前記隣接領域を表示領域として画像を表示する
　ことを特徴とする請求項２に記載の被検体情報取得装置。
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【請求項４】
　前記生成部は、前記表示領域指定部が指定の入力を受け付けた表示領域に基づいて、画
像を生成する領域を決定する
　ことを特徴とする請求項３に記載の被検体情報取得装置。
【請求項５】
　前記生成部は、前記撮影領域および前記隣接領域の画像を生成し、指定された表示領域
に基づいて、生成した画像を前記表示部に伝送する
　ことを特徴とする請求項３に記載の被検体情報取得装置。
【請求項６】
　前記表示部は、前記表示領域において、前記撮影領域と前記隣接領域を区別できるよう
に表示を行う
　ことを特徴とする請求項３ないし５のいずれか１項に記載の被検体情報取得装置。
【請求項７】
　前記被検体は、被検者の乳房が保持部材により挟持されたものであり、
　前記探触子は、前記保持部材を走査して、乳房のうちユーザが前記撮影領域指定部によ
り指定した撮影領域からの音響波を受信するものであり、
　前記表示領域指定部は、乳房のうち前記撮影領域に隣接する領域であり、かつ、前記被
検者の胸壁により前記探触子が走査できない領域について、画像を表示するか否かの選択
を受け付ける
　ことを特徴とする請求項１に記載の被検体情報取得装置。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検体情報取得装置に関する。 
【背景技術】
【０００２】
　光を用いた光イメージング技術の一つとして、Ｐｈｏｔｏ　Ａｃｏｕｓｔｉｃ　Ｉｍａ
ｇｉｎｇ（ＰＡＩ：光音響イメージング）がある。光音響イメージングでは、パルス光を
被検体である生体に照射する。そして、パルス光のエネルギーを吸収した腫瘍等の被検部
位で発生した音響波を、探触子で受信する。そして探触子から出力される受信信号を解析
処理することにより、生体内の光学特性分布を画像データとして取得する。
【０００３】
　特許文献１では、保持部材で両側から乳房を保持し、保持部材上を探触子が二次元的に
走査しながら音響波を受信する装置について開示されている。探触子を二次元的に走査す
ることで、被検体内の複数位置の特性情報を取得することができる。
【０００４】
　特許文献２では、保持部材で両側から乳房を保持し、保持部材上を超音波トランスデュ
ーサアレイが二次元的に走査しながら、超音波ビームの方向を制御する超音波装置が開示
されている。超音波ビームの方向を制御することによって、保持部材に保持されていない
乳房の胸壁に近い個所と、保持板に接触していない乳頭に近い個所のうちの一方又は両方
の画像データを取得することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－０２２８１２号公報
【特許文献２】特表２００８－５１４２６４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
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　特許文献１では、探触子が保持部材上を二次元的に主走査方向と副走査方向に走査し、
その走査した領域の画像を生成している。しかし、探触子が走査していない領域について
も、画像を生成したい場合が考えられる。
【０００７】
　探触子が走査していない領域について画像を生成する場合、画像再構成時に、探触子に
対して被検体領域から斜めに入射した音響波を用いて画像再構成を行い、ボクセルを作成
する。より具体的には、特許文献２の超音波装置におけるように、トランスデューサアレ
イが受信した音響波に適切な遅延を与えて加算し、受信ビーム方向を曲げる。このように
探触子が走査していない領域について画像再構成する場合、素子の指向性や受信感度の問
題から、探触子を走査した領域での再構成画像に比べて、相対的に画質が劣る。つまり、
探触子を走査した領域の音響波が多いほど、画質良く画像再構成を行うことができる。
【０００８】
　探触子が走査していない領域で画像再構成する例として、乳房の胸壁に近い部分がある
。このような領域では、胸壁を支持する板状部材の存在により、保持部材上で探触子を走
査できない。しかし、このような領域にも腫瘍等が存在する可能性があるため、ユーザ（
医療従事者等）によっては、画質は悪くとも画像化したいという要望がある。
【０００９】
　つまり、光音響撮影における撮影領域として指定できるのは、探触子が走査可能な範囲
内、すなわち保持部材の面上に限られるが、ユーザが画像を表示したいと要望する領域は
、その走査可能範囲よりも広くなる可能性がある。このような場合、探触子の走査により
トランスデューサアレイに対向する範囲からの音響波を取得する際に、同時に周辺からの
音響波も取得し、画像再構成を行うことが望ましい。これにより、ユーザが必要とする、
大きな領域の画像化を行うことができる。
【００１０】
　特許文献２では、超音波ビームの方向を制御することにより、保持部材に保持されてい
ない乳房の胸壁に近い個所と、保持板に接触していない乳頭に近い個所のように実際には
走査できない領域の画像化を行っている。これにより、通常より大きな領域を取得するこ
とができるが、撮影時において、それら領域の画像化を行うかどうかをユーザが選択でき
る手段はない。
【００１１】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、その目的は、光音響撮影を行う装置
において、探触子が走査していない被検体の領域の画像を表示するかどうかを、ユーザが
選択可能とすることにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明は以下の構成を採用する。すなわち、被検体に光を照射する照射部と、光を照射
された被検体から発生する音響波を受信する探触子と、前記音響波に基づいて被検体内の
画像を生成する生成部と、前記被検体のうち、前記探触子によって走査され、前記探触子
により音響波を受信する領域である撮影領域の指定の入力を受け付ける撮影領域指定部と
、前記生成部によって画像が生成され、表示される領域である表示領域の指定の入力を受
け付ける表示領域指定部と、を有し、前記表示領域指定部は、前記撮影領域に隣接し、前
記探触子によって走査されない領域である隣接領域の画像を表示するか否かの選択をさら
に受け付けることを特徴とする被検体情報取得装置である。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、光音響撮影を行う装置において、探触子が走査していない被検体の領
域の画像を表示するかどうかを、ユーザが選択可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明に係る被検体情報取得装置のブロック図。
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【図２】探触子の移動を示す概念図。
【図３】実施形態１での胸壁側の撮影手順を示すフローチャート。
【図４】撮影領域の入力方法を示す概念図。
【図５】胸壁側を再構成するかどうかの入力方法を示す概念図。
【図６】胸壁側を再構成するように選択した状態を示す概念図。
【図７】撮影領域に胸壁側の再構成領域を追加した状態を示す概念図。
【図８】実施形態２での胸壁側の撮影手順を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　詳細は各実施形態において説明するが、本発明は、ユーザに指定された撮影領域を探触
子が走査して撮影する時に、胸壁側等の探触子が走査していない領域についても画像を表
示するかどうかをユーザが選択可能とする。このとき、胸壁側の、探触子が走査していな
い（すなわち画質の悪い）領域については、選択を受けてから画像再構成を行う場合と、
選択を受けずとも画像再構成をしておく場合がある。
【００１６】
　本発明において、音響波とは、音波、超音波、光音響波、光超音波と呼ばれる弾性波を
含み、受信器は、被検体内を伝播した音響波を受信する。つまり、本発明の被検体情報取
得装置とは、被検体に光（電磁波）を照射することにより被検体内で発生した音響波を受
信して、被検体内の特性情報を取得する光音響効果を利用した装置を含む。光音響効果を
利用した装置の場合、取得される被検体内の特性情報とは、光照射によって生じた音響波
の初期音圧や、あるいは、初期音圧から導かれる光エネルギー吸収密度や、吸収係数、組
織を構成する物質の濃度等を反映した被検体情報を示す。物質の濃度とは、例えば、酸素
飽和度やオキシ・デオキシヘモグロビン濃度などである。また、特性情報としては、数値
データとしてではなく、被検体内の各位置の分布情報として取得しても良い。つまり、吸
収係数分布や酸素飽和度分布等の分布情報を画像データとして取得しても良い。
【００１７】
　また、本発明の被検体情報取得装置は、被検体に超音波を送信し、被検体内部で反射し
た反射波を受信して、被検体内の特性情報を取得する超音波エコー技術を利用した装置で
あってもよい。この超音波エコー技術を利用した装置の場合、取得される特性情報とは、
被検体内部の組織の音響インピーダンスの違いを反映した情報である。
【００１８】
　以下に図面を参照しつつ、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。ただし
、以下に記載されている構成部品の寸法、材質、形状及びそれらの相対配置などは、発明
が適用される装置の構成や各種条件により適宜変更されるべきものであり、この発明の範
囲を以下の記載に限定する趣旨のものではない。
【００１９】
　＜実施形態１＞
　本実施形態では、探触子を主走査方向と副走査方向に走査して光音響撮影を行う装置に
おいて、胸壁側の領域について画像再構成を行うかどうかを、ユーザが選択可能とする方
法について説明する。
【００２０】
　以下の記載では、まず装置の基本的な構成と各構成の機能について説明し、その後、本
発明の特徴である撮影領域の指示方法と、その後の表示領域の選択方法について説明する
。なお、以下の記載において「撮影」とは、被検体に光を照射して発生した音響波を取得
することを指す。場合によっては、音響波に基づいて被検体内を画像化することを含んで
も良い。つまり、本発明での撮影とは、光音響測定あるいは光音響波取得に対応する概念
であり、さらに画像化も含み得る。
　なお、本発明においては、後述するように、カメラを用いてユーザが参照するための被
検体の画像を取得するが、これを「参照画像の取得」と呼んで、上記の「撮影」と区別す
る。
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【００２１】
　また、本明細書における、探触子が走査した領域、あるいは探触子が走査していない領
域について説明する。例えば板状の保持部材で被検体を保持して、被検体内のある位置Ａ
から保持部材に垂線を下ろした場合を考える。その垂線の足の位置に探触子が移動可能で
あるとき、位置Ａは探触子が走査する領域にあると言える。また、その垂線の足の位置に
何らかの部材、例えば被検者の胸壁を支持する機構があり、探触子が移動できないとき、
位置Ａは探触子が走査しない領域だと言える。つまり概略を言うと、探触子が走査してい
ない領域とは、探触子が走査したときのトランスデューサアレイの位置に対向していない
領域である。探触子が走査した領域については、走査していない領域に比べ、画質の良い
画像が生成できる。
【００２２】
　なお、位置Ａが厳密に探触子からの垂線上の位置に無いとしても、十分に良好な素子感
度で位置Ａからの音響波を受信できる位置に当該探触子を移動できるのであれば、その位
置は当該探触子により走査できる領域であると見なしても良い。
【００２３】
　（装置の基本的な構成）
　図１は、本実施形態における被検体情報取得装置の構成を示す概略図である。
　本実施形態の被検体情報取得装置は、被検体である生体１０１を保持する保持部材１０
２、光を照射する照射ユニット１０３、音響波を受信し受信信号に変換する探触子１０４
、受信信号を増幅してデジタル信号に変換する計測部１０５を備える。さらに、デジタル
化された受信信号の積算処理等を行う信号処理部１０６、信号処理部からの出力信号を用
いて画像データを生成する画像構成部１０７、画像構成部１０７で生成された画像を表示
する画像表示部１０８を備える。さらに、ユーザによる領域指定に用いる参照画像を取得
するカメラ１１１、照射ユニット１０３および探触子１０４の走査制御部１０９を備える
。さらに、どの領域の再構成画像を表示するかの入力をユーザから受け付けて、画像構成
部１０７へと伝える領域指定部１１０を備える。
【００２４】
　続いて、各構成要素の詳細を述べる。
【００２５】
　（保持部材）
　被検体たる生体１０１としては、例えば乳房が考えられる。保持部材１０２は、乳房等
の生体１０１を両側から保持する第一の保持部材１０２Ａと第二の保持部材１０２Ｂの２
枚１対で構成される。保持部材は、典型的には板状部材である。両保持部材は、保持間隙
と保持圧力を変更するために、図示しない保持機構によって相対位置が制御される。以降
の説明において、保持部材１０２Ａと１０２Ｂとを区別する必要がない場合は、まとめて
保持部材１０２と表記する。
【００２６】
　保持部材１０２で生体１０１を挟むことで生体１０１を固定し、生体１０１が動くこと
による計測誤差を低減することができる。また、光の浸達深度に合わせて、生体１０１を
所望の厚さに調整することができる。なお、第二の保持部材１０２Ｂは、光の光路上に位
置するため、ポリメチルペンテン等、使用する光に対して高い透過率を有する材料が好ま
しい。また、探触子１０４側の第一の保持部材１０２Ａは、探触子１０４との音響整合性
が高い部材であることが好ましい。
【００２７】
　ユーザは、各構成要素を包含する筐体の扉（不図示）を開けて生体１０１に対して手技
を行い、薄く引き延ばしたり、音響整合材を用いて保持部材に密着させたりする。そして
、保持部材１０２を固定し、扉を閉めて撮影を開始する。
【００２８】
　（照射ユニット）
　生体１０１に対して光を照射する照射ユニット１０３は、光を発生する光源と、光源か
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らの光を被検体へ導き照射する照射部から構成される。光源としては、５３０～１３００
ｎｍの近赤外領域に中心波長を有するパルス光（パルス幅１００ｎｓｅｃ以下）を発生可
能な固体レーザが好ましい。例えば、Ｙｔｔｒｉｕｍ－Ａｌｕｍｉｎｉｕｍ－Ｇａｒｎｅ
ｔレーザやＴｉｔａｎ－Ｓａｐｐｈｉｒｅレーザが使用される。なお、光の波長は、計測
対象とする生体内の光吸収物質（例えばヘモグロビンやグルコース、コレステロールなど
）に応じて５３０ｎｍから１３００ｎｍの間で選択される。
【００２９】
　照射部としては、例えば、光を反射するミラーや、光を集光したり拡大したり形状を変
化させるレンズ、光を分散・屈折・反射するプリズム、光を伝搬させる光ファイバ、拡散
板等が挙げられる。照射部は、光源から発せられた光が被検体の所望の領域に所望の形状
で照射されれば、どのようなものを用いてもかまわない。なお、照射部からの光の出射端
（つまり照射領域）の位置は走査制御部１０９により制御される。
【００３０】
　（探触子）
　探触子１０４は、音響波を受信して電気信号（受信信号）に変換する複数の素子を備え
る。探触子１０４の素子としては、圧電現象を用いた変換素子、光の共振を用いた変換素
子、静電容量の変化を用いた変換素子などが考えられる。音響波を受信して電気信号に変
換できるものであればどのような素子を用いてもよい。
【００３１】
　なお、発生する音響波の音圧は光の強度に比例するため、受信信号のＳＮＲ（ｓｉｇｎ
ａｌ－ｔｏ－ｎｏｉｓｅ　ｒａｔｉｏ）を向上させるには、探触子の前面の領域を照射す
ることが好ましい。そのため、照射ユニット１０３の光の出射端と探触子１０４とは被検
体を挟んで対向する位置に配置することが好ましい。そして走査制御部１０９により、光
の出射端と探触子１０４の位置関係を保つように同期して走査されることが好ましい。ま
た、照射部が探触子１０４側にも光を導くことで、生体１０１に対して探触子１０４と同
じ側からも光を照射することができる。
【００３２】
　（計測部）
　計測部１０５は、探触子１０４から入力されるアナログ信号（アナログの受信信号）を
増幅する信号増幅部と、アナログ信号をデジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換部から構成さ
れる。信号増幅部では、生体内の深度によらずに均一なコントラストをもつ画像データを
得るために、光の照射から音響波が探触子の素子に到達するまでの時間に応じて増幅利得
を増減する制御などを行う。
【００３３】
　（信号処理部）
　信号処理部１０６は、計測部１０５から出力されたデジタルの受信信号に対して素子の
感度ばらつき補正や、物理的または電気的に欠損した素子の補完処理、図示しない記録媒
体への記録動作、ノイズ低減のための積算処理などを行う。積算処理は、生体１０１に対
して同じ走査位置で音響波の受信を繰り返し行い、受信信号の加算平均処理を行うことで
システムノイズを低減して、受信信号のＳＮＲを向上するために行う。
【００３４】
　（画像構成部）
　画像構成部１０７は、信号処理部１０６から出力された信号を用いて、生体１０１内の
各位置の光学的な特性情報を示す分布を画像データとして生成する。これを画像再構成処
理と呼び、生成された画像を再構成画像とも呼ぶ。また、輝度の調整や歪補正、注目領域
の切り出しなどの各種補正処理を行い、より診断に適した画像データにしても良い。画像
構成部は、本発明の生成部に当たる。再構成画像は、本発明の生成画像に当たる。
【００３５】
　画像構成部１０７では、後述するように、領域指定部１１０においてユーザによって指
示された撮影領域の画像を再構成し、画像データを画像表示部に送る。それに加えて、も
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しユーザによる選択があれば、胸壁部分の画像を再構成する。ただし、胸壁側の領域の画
像の画質は劣るため、画質の境界に関する情報を付け加えて画像表示部に送ると良い。
【００３６】
　（画像表示部）
　画像表示部１０８は、画像構成部１０７より入力された画像データを用いて、特性分布
の画像を表示する表示装置である。画像表示部は、本発明の表示部に当たる。
【００３７】
　（走査制御部）
　走査制御部１０９は、上述したように、光の出射端と探触子１０４の走査位置を制御す
る。これらを生体１０１に対して二次元走査して各走査位置で音響波の受信を行うことで
、小型の探触子でも広い範囲を測定できる。光の出射端と探触子１０４の走査範囲は、後
述の領域指定部１１０の制御結果にしたがって決定される。
【００３８】
　（領域指定部）
　領域指定部１１０は、ユーザが、撮影領域を指定するための入力手段である。撮影領域
とは、保持部材１０２で保持された被検体１０１のうち、探触子によって３次元的な光音
響信号を取得する範囲である。領域指定部１１０としては、マウスやキーボードといった
ポインティングデバイスに表示装置を組み合わせても良く、ペンタブレットでも良い。領
域指定の際の参照画像は、画像表示部１０８に表示しても良く、別の表示装置を用いても
良い。前述のように、ここでユーザが入力した撮影領域を伝送された走査制御部１０９は
、その撮影領域の音響波を取得できるように、光の出射端と受信器１０４の走査位置を制
御する。そして、取得した音響波に基づく受信信号を画像構成部１０７において再構成し
、画像データとする。撮影領域を指定する場面において、領域指定部は、本発明の撮影領
域指定部に当たる。
【００３９】
　領域指定部１１０は、ユーザによる、胸壁側の領域の画像再構成をするかどうかの選択
を受け付ける手段を持つ。
　詳細は後述するが、胸壁側の領域の画像を再構成する場合、光の出射端と探触子１０４
は、走査可能範囲の端部のうち、胸壁に隣接する部分（被検者が伏臥位で乳房を垂らした
場合は上端）を走査し、胸壁部分からの音響波を取得しておく必要がある。よって、領域
指定部１１０において、ユーザが指定した撮影領域が走査可能範囲の胸壁寄りの端部を走
査する場合のみ、ユーザが胸壁側の再構成画像の表示を選択できるようにしても良い。ユ
ーザは、領域指定部１１０における表示によって、胸壁側の領域再構成も可能であること
を認識できる。胸壁側の再構成画像を表示するかどうかを指定する場面において、領域指
定部は、本発明の表示領域指定部に当たる。また、このときの胸壁側の被検体領域は、本
発明の隣接領域に当たる。
【００４０】
　（カメラ）
　カメラ１１１は、圧迫保持された生体１０１の様子を示す参照画像を取得する。この参
照画像は、ユーザが撮影領域を指定するときに参照される。参照画像は、領域指定部１１
０に伝送される。カメラ１１１は、ユーザが撮影領域として指定できる最大の範囲が一覧
できる視野角で設置されている。
【００４１】
　図２に示すように、撮影領域２０１の光音響波を受信するために、探触子１０４は、２
０２で示す主走査方向への走査と、２０３で示す副走査方向への走査を行う。本図では、
伏臥位の被検者が垂らした乳房から指定された撮影領域２０１を、第一の保持板１０２Ａ
の側から観察している。したがって、図中では上側が被検者の胸壁寄りの部分に当たる。
よって、胸壁側を撮影するためには、撮影領域２０１が胸壁部分に隣接する部位、すなわ
ち探触子の走査可能領域の一番上端（被検者側）を走査しなければならない。
【００４２】
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　（撮影領域指示方法のフロー）
　本実施形態の領域指定部１１０において、画質が良い領域に加え、胸壁側の領域（画質
の悪い領域）の画像を再構成するかを選択する処理の流れを、図３を参照しながら説明す
る。図３は本実施形態の撮影領域を指定するときのフローチャートである。
【００４３】
　図３は、ユーザが領域指定部１１０において画像の再構成を行う領域を設定するところ
から開始される。
　ステップＳ３０１において、ユーザが撮影領域を指定する。図４の概念図は、生体１０
１を映した参照画像４０１を用いて、撮影領域４０２を指定する様子を示している。ユー
ザは、領域指定部を用いて、光音響測定を行う位置と領域を指定する。このようにユーザ
が、参照画像上で撮影領域４０２を指定できるため、正確に撮影位置と領域を指定するこ
とが可能になる。
【００４４】
　ユーザにより撮影領域４０２が指定されると、領域指定部１１０が、保持部材１０２上
での探触子１０４の走査範囲と、保持部材１０２間の距離から、図４で示すような撮影領
域４０２を自動的に決定する。領域指定においては、ポインティングデバイスで任意の領
域を指定しても良いし、初期状態として表示された領域を変更しても良い。図４では、カ
ーソル４０３をマウスのドラッグ操作で軌跡４０４のように左上から右下に移動させて、
矩形の撮影領域４０２を指定している。
【００４５】
　ステップＳ３０２において、領域指定部１１０は、ステップＳ３０１で入力された撮影
領域を撮影する際に、出射端と探触子１０４が走査可能範囲の上端を走査するかどうかを
判定する。そして、走査可能範囲の上端を走査する場合、隣接する胸壁側の画像を再構成
することも可能であると判定する。再構成可能と判定された場合（Ｓ３０２＝ＹＥＳ）、
ステップＳ３０３に進む。一方再構成できないと判定された場合（Ｓ３０２＝ＮＯ）、本
フローは終了し、指定された撮影領域について通常通りの撮影が行われる。
【００４６】
　ステップＳ３０３において、胸壁側の画像の再構成が可能であることが、ユーザに対し
て表示される。この表示は例えば、図５の右下のチェックボックス５０１に示すように、
ユーザが選択可能な形式で行われる。チェックボックス５０１を領域指定部１０９に常時
表示しておき、胸壁側の再構成が可能な場合のみチェックボックス５０１を有効にする構
成でも良いし、胸壁側の再構成が可能な場合のみチェックボックス５０１を表示する構成
でも良い。
　ユーザが胸壁側の再構成を行うことが可能であるかを認識可能であれば良いので、必ず
しもチェックボックスを用いる方式には限定されない。例えば胸壁側の再構成を行うこと
ができるという文字列を表示しても良い。
【００４７】
　ステップＳ３０４において、ユーザは胸壁側の再構成を行うかどうかを選択する。本実
施例においては、ステップＳ３０４でチェックボックス５０１が有効になっている（また
は表示されている）。そこでユーザは、図６に示すように、マウスなどのポインティング
デバイスを用いてカーソル４０３を移動し、クリック操作を行うことでチェックボックス
を有効にする。胸壁側の再構成を行うかの選択を行うことが可能であれば良いので、領域
指定部１１０において胸壁側の再構成を行うかを選択するメニューなどを用いても良い。
　胸壁側の再構成を実施する場合（Ｓ３０４＝ＹＥＳ）、ステップＳ３０５に進む。実施
しない場合（Ｓ３０４＝ＮＯ）、本フローは終了し、指定された撮影領域について通常通
りの撮影が行われる。
【００４８】
　ステップＳ３０５において、図７に示すように、ステップＳ３０１でユーザが指定した
撮影領域に胸壁側の再構成領域７０１を追加した、最終的な再構成画像の表示領域（撮影
領域４０２＋胸壁側再構成領域７０１）を表示する。
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【００４９】
　ステップＳ３０６において，ステップＳ３０５において算出されたユーザが指定した撮
影領域に胸壁側の再構成領域７０１を追加した表示領域（撮影領域４０２＋胸壁側再構成
領域７０１）の情報を、走査制御部１０９と画像構成部１０７に伝送する。
　走査制御部１０９では、出射端と探触子１０４を走査する際に、上記の撮影領域に関す
る情報を用いて位置と範囲の制御を行う。画像構成部１０７では、画像再構成において上
記の撮影領域について画像データ処理を行う。
【００５０】
　なお、本フローでは、ステップＳ３０４においてチェックボックス５０１にチェックを
付けた場合、胸壁側の決まった大きさの領域だけしか拡大していないが、胸壁側の再構成
領域の大きさをユーザが選択（指定）可能としても良い。
【００５１】
　本実施形態の方法によれば、胸壁を支持する部材の存在によって探触子が走査できない
領域についても画像再構成をするかどうかを、ユーザが選択することが可能になる。その
結果、画質が低いとは言え、広範囲の被検体内の画像が取得できるため、被検者の診断を
良好に行うことができる。
【００５２】
　＜実施形態２＞
　次に、本発明の実施形態２を説明する。本実施形態では、胸壁側の領域の再構成が可能
であれば一律に行い、ユーザの選択によって表示するかどうかを変更する。本実施形態の
被検体情報取得装置の構成は実施形態１と同様であるが、画像構成部１０７の機能が異な
る。よって実施形態１と同様の構成については説明を省略し、実施形態１と異なる部分を
詳細に説明する。
【００５３】
　本実施形態において、画質が良い領域に加え、胸壁側の領域（画質の悪い領域）の画像
を表示するかをユーザが選択し、実際に表示するまでの処理の流れを、図８を参照しなが
ら説明する。図８は、再構成画像を表示する領域をユーザが指定するときのフローチャー
トである。
【００５４】
　ステップＳ８０１において、ユーザが領域指定部１１０より撮影領域を指定する。
　ステップＳ８０２において、ユーザ指定された撮影領域が胸壁部位に隣接しているかど
うか、すなわち、走査中の探触子が胸壁からの音響波を受信できるかどうかが判定される
。そして、胸壁側の音響波を受信し、再構成が可能であれば（Ｓ８０２＝ＹＥＳ）、Ｓ８
０３に進む。一方、胸壁に隣接する領域が指定されず、胸壁側の再構成が不可能であれば
（Ｓ８０２＝ＮＯ）、本フローを抜けて、通常通りの光音響撮影を行う。
【００５５】
　ステップＳ８０３において、ユーザがステップＳ８０１で指定した撮影領域の情報が、
走査制御部１０９と画像構成部１０７に伝送される。
　ステップＳ８０４において、走査制御部１０９が出射端と探触子１０４を走査して、撮
影領域を撮影する。このとき、撮影領域に隣接する胸壁側からの音響波も取得できている
。そして、画像構成部１０７が、撮影領域に加え、胸壁側の画像再構成も行う。このとき
、画質が良い領域と悪い領域の境界がどこかという情報も生成される。
【００５６】
　ステップＳ８０５において、領域指定部１１０に、ユーザに胸壁側の表示を行うかを選
択させる手段が設けられる。選択の手段としては、チェックボックスや選択メニューなど
、どの様な方法でも構わない。ユーザが胸壁側画像の表示を選択した場合（Ｓ８０５＝Ｙ
ＥＳ）、Ｓ８０６に進み、非表示を選択した場合（Ｓ８０５＝ＮＯ）、Ｓ８０７に進む。
【００５７】
　ステップＳ８０６では、再構成部１０７が保持している胸壁側の領域を含んだ画像デー
タを画像表示部１０８に転送する。この時、画質の境界に関する情報を同時に転送しても
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よい。
　一方、ステップＳ８０７では、再構成部１０７が保持している画像データのうち、胸壁
側の領域を含まない画像データを画像表示部１０８に転送する。
【００５８】
　ステップＳ８０８では、画像表示部１０８において、ステップＳ８０６またはＳ８０７
で送られてきた画像データを表示する。胸壁側の領域を含んだ領域を表示する場合には、
胸壁側の領域とそうでない領域を色分けするなどしてユーザが区別できるようにしてもよ
い。
【００５９】
　本実施形態の方法によれば、探触子が走査できない領域についての再構成画像を表示す
るかどうかを、ユーザが選択することが可能になる。その結果、画質が低いとは言え、広
範囲の被検体内の画像が表示されるため、被検者の診断を良好に行うことができる。
【００６０】
　＜実施形態３＞
　上記実施形態では、画質が悪い領域として、２枚１対の板状の保持部材により挟持され
た乳房の胸壁に近い部分を例に挙げて説明した。すなわち、伏臥した被検者の胸壁を支え
るための部材の妨害により、探触子が正面に移動できない領域である。各実施形態におい
ては、かかる領域について、探触子に斜めに入射した音響波を用いることにより、画質は
悪いものの画像化を可能としていた。また、ユーザに対して、画質が悪くても画像化する
かどうか、あるいは表示するかどうかの選択を可能としていた。
【００６１】
　しかし、探触子に斜めに入射した音響波を用いた画像化は、胸壁付近についてのみに限
定されるわけではない。一般的に、光音響測定において、探触子に対向する照射ユニット
から出射された光は、探触子の真上（保持板に対する法線上）以外の被検体領域にも伝播
・拡散し、光音響波を発生させる。そして、探触子は、かかる斜め方向からの音響波も、
受信面に垂直に入射するときよりも感度が落ちるとは言え、受信することができる。従っ
て、胸壁付近以外の領域についても、探触子に斜めに入射した音響波を用いることは可能
である。
【００６２】
　例えば、乳房を保持部材で挟持する場合、被検体の深部まで光を到達させて音響波の強
度を高めるために、乳房を圧迫して薄くするような手技が行われる。しかしこのような圧
迫は、被検者にとって負担となるため、乳房を圧迫する時間は短い方が好ましい。つまり
、乳房を圧迫した状態での測定時間を可及的に短くするためには、走査範囲は狭くするこ
とが望まれる。このような観点からユーザ（医療従事者）が必要最低限な領域だけを測定
するように指定した場合、指定領域の周囲について、たとえ画質が劣ったとしても画像化
を希望する可能性がある。
【００６３】
　別の例として、立位の被検者が乳房を保持部材に乗せ、光音響測定をする場合も考えら
れる。このような場合も、被検者を長時間立たせると負担が大きくなるため、測定時間は
短いほうが良い。
【００６４】
　本実施形態によれば、胸壁付近に限らず、探触子が走査した領域の周辺について、画質
が落ちるとは言え、再構成画像を表示するかどうかをユーザが選択可能となる。その結果
、測定時間を短くして被検者の負担を軽くしたい場合に、ユーザに対して被検体の情報を
従来よりも多く提供することができる。
【００６５】
　また、探触子は必ずしも走査機構により走査される必要はない。探触子が対向して測定
した領域以外の部分からの音響波に基づく画像を表示するかどうかをユーザに選択可能に
する構成であれば、本発明を適用することができる。
【符号の説明】
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【００６６】
　１０３：照射ユニット，１０４：探触子，１０５：計測部，１０６：信号処理部，１０
７：画像構成部，１０８：画像表示部，１１０：領域指定部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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【図６】

【図７】

【図８】
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